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カテゴリー：お知らせ 

 

児童虐待防止キャンペーンの実施 

～一日広報官に埼玉県出身の小林よしひさ氏を委嘱～ 
 

 

県では、１１月の「児童虐待防止推進月間」の取組の一つとして、警察等と連携して

児童虐待防止キャンペーンを実施します。当日は、埼玉県出身の小林よしひさ氏を

一日広報官に委嘱し、参加機関とともに啓発品を配布しながら、児童虐待防止を呼び

かけます。 

 

１ 日時、場所 
  令和８年１１月１３日（金）午後３時３０分から午後４時３０分まで 

・ 委嘱式：午後３時３０分から午後３時４０分（埼玉県警察 PR センター） 

  ・ キャンペーン：午後４時から午後４時３０分（浦和駅東口駅前市民広場） 

※ 雨天の際、キャンペーンは浦和駅構内で実施します。 

 

２ 参加機関 
⑴ 埼玉県福祉部こども安全課、中央児童相談所、南児童相談所、朝霞児童相談所 

⑵ 埼玉県警察本部生活安全部人身安全対策課、浦和警察署 

⑶ 埼玉県里親支援専門相談員連絡会 

⑷ 県立浦和第一女子高等学校、浦和麗明高等学校       ※ 合計約５０人  

 

３ 一日広報官 
 小林よしひさ氏 

 ※ 2005 年～2019 年 NHK E テレ「おかあさんといっしょ」の 

体操のお兄さんを歴代最長の 14 年間務める。 

2022 年～NHK E テレ「オハ！よ～いどん」の体操のお兄さん 

  としてレギュラー出演中。 

 

４ 背景及び啓発内容 
 県内の児童虐待相談対応件数は、依然として高い水準で推移しています（別表

参照）。また、昨年は、児童虐待の検挙件数が１８４件と過去最多（県警調べ）

となり、中でも身体的虐待が全体の８割を占めていることから、 

・ 保護者がしつけのためだと思っても暴力は児童虐待に該当すること 

・ 埼玉県の相談窓口及び児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９」の活用 

を呼びかけます。 

 

   令和８年１１月６日 

福祉部 こども安全課 
児童虐待対策担当 小林 

直通 048-830-3335 
内線 3373 

E-mail: a3340-01@pref.saitama.lg.jp 

（同時発表：埼玉県警記者クラブ） 
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令和７年度の県内児童相談所の児童虐待に関する相談対応状況について 

 

 

令和 令和 令和 令和 令和 （件）

3 4 5 6 7

保護の 性的 心理的 　

怠慢・拒否 虐待 虐待 　

令和
６年度 3,631 2,114 184 9,852 15,781 　

令和
７年度 3,626 2,036 180 9,513 15,355 　

R７割合（％） 23.6 13.3 1.2 62.0 100.0

家族 近隣 児童 こども家庭 児童 医療 児童

親戚 知人 本人 センター 委員 機関 施設

令和
６年度 1,188 1,454 168 780 2 2 214 137 10,065 839 932 15,781

令和
７年度 1,224 1,389 223 779 1 6 195 118 9,661 803 956 15,355

R７割合（％） 8.0 9.0 1.5 5.1 0.01 0.04 1.3 0.8 62.9 5.2 6.2 100.0

令和
６年度 2,603 3,833 5,676 2,456 1,213 15,781

令和
７年度 2,521 3,453 5,601 2,510 1,270 15,355

R７割合（％） 16.4 22.5 36.5 16.3 8.3 100.0

５　主な虐待者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

令和
６年度 6,887 679 7,515 68 632 15,781

令和
７年度 6,684 628 7,419 55 569 15,355

R７割合（％） 43.5 4.1 48.3 0.4 3.7 100.0

計

15,781

計

　・表中の割合については、端数処理のため、構成比は必ずしも100%になりません。

実父 実父以外
の父親 実母 実母以外

の母親 その他

０〜３未満 ３〜就学前 小学生 中学生 高校生他

１　児童相談所における虐待相談対応件数の推移（さいたま市分を含む）※

計

身体的
虐待 計

３　経路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

保健所 警察 学校等 その他

15,355

４　被虐待児の年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

２　虐待の種別                                                   　（件）

※令和6年1月に発出された厚生労働省及びこども家庭庁からの通知に基づき、令和4年度以降は相談受理後の調査等の結果、虐待行為が
　 無いことが確認されたケースを対応件数から除外しています。
   このため、令和３年度については虐待行為が無いことが確認されたケースを含めて計上しているため参考数値となります。

年度

17,472件数 17,606 17,213


